
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集 マイナンバーカードについて知る

　
表紙：表紙モデルに応募いただいた小寺姉妹です。船阪親水公園で撮影した1枚です。
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＼こんな時に便利マイナンバーカード／

公的な身分証明書として使えます。
運転免許証をお持ちではない方はぜひ作成を！

本人確認とマイナンバー確認を1 枚で！
表面は金融機関等本人確認の必要な窓口において本人
確認書類として、また裏面はマイナンバーの提示を求
められた際に使用できます。

いざというときにあると安心
就職、転職、出産育児、病気、年金受給、災害等、多くの場面でマイナ
ンバーの提示が必要となります。

電子証明書の利用
e-Tax（確定申告） や保険証利用、マイナポイントの申
請などのさまざまなオンライン手続きを簡単に行えます。

特集｜マイナンバーについて知る

マイナンバー、よく聞くけどよく知らない
マイナンバー（個人番号）制度について
　これまで複数の機関が管理していた個人情報をマイナンバー（個人番号）でつなぐものです。さ
まざまな場面において申請書類の省略ができ、これまで複数の機関に行かなくてはならなかった
課題が解消され、手続きの簡素化がなされています。また必要な方に、必要な行政の支援を迅速
に行うことができます。
　今回の特集では「マイナンバーってなに？」から実際の申請の方法までを解説していきます。
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＼マイナンバーの不安と疑問／

『マイナンバーカード』って？
　「マイナンバー（個人番号）と電子証明用の IC チップが入った顔写真付きのカード」のこと
で、「公的な身分証明書」として利用することができます。マイナンバーカードがあれば本人
確認とマイナンバーの確認を1枚で行えます。また自治体サービス、e-Tax 等の電子証明書を
利用した電子申請等、さまざまなサービスにもご利用いただけます。
　マイナンバーカードは、日本に住民票を持つ人（外国人の方を含む）に付番される12桁の番
号で、原則として１度発行されたら同じ番号をずっと使用します。
　さまざまな場面で簡潔に手続きを行うことができ、皆様にとっても行政にとってもメリッ
トが大きいため、作成することをおすすめしています。

Q 　マイナンバーカードって本当に安全な
の？

A 　マイナンバーカードのICチップ部分に
は、プライバシー性の高い個人情報は入っ
ていないため、第三者が税や年金などの情
報を入手することはできません。また、顔
写真入りのため対面での悪用は困難で、本
人になりすましてオンラインでの申請や届
出を行うには暗証番号が必要となり、既定
の回数を間違えると、ロックがかかる仕組
みになっています。

Q 　マイナンバーカードを
作りたいけどどうしたら作れ
るの？

A 　マイナンバーカードは
交付申請書を使用した郵便に
よる申請や、パソコンやスマ
ートフォンによるオンライン
申請、まちなかの証明写真機
により申請をすることができ
ます。また市役所職員が地域
に足を運び、公民館などの施
設でマイナンバーカードの申
請を受け付ける「出張申請サ
ービス」もあります。詳しく
はP.4をご参照ください。

Q 　いま作ったほうが良い理由って何か
あるの？

A 　9月30日までに申請をしなければ、マ
イナポイント（詳細はP.5参照）を申し込む
ことができなくなります。現在マイナンバ
ーカードを保険証として利用できる病院・
薬局が拡大しているほか、今後、国の方針
でマイナンバーカードが活用される機会が
新たに決定した場合、決まってから急いで
申請をしても交付までに、およそ1か月程
度時間がかかってしまうため、早めに作っ
ておくことをおすすめしています。

Q 　マイナンバーカードはずっと使えるの？

A 　マイナンバーカードの有効期限は10年間
（18歳未満は5年間）、電子証明書の有効期限は
約5年間です。更新時期が近づきましたら、有
効期限通知書が送付されますので市役所市民
課・支所総務課で更新手続きをお願いします。
また転入や転居、氏名に変更が生じた場合はカ
ード内部の情報の更新が必要です。表面の追記
欄に新しい住所・氏名を記載しますので、お手
続きをお願いします。更新処理にはカード交付
時に決めていただいた暗証番号が必要ですの
で、あらかじめご確認ください。
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PICK UP!
マイナンバーカードを自分で申請してみよう！

申請方法①：郵便で申請できます
①顔写真を用意します。
②交付申請書に必要事項を記入し、顔写真
を貼り付けます。
③送付用の封筒に申請書を入れ、郵便ポス
トに投函します。

用意するもの：交付申請書、顔写真、送付用封筒

申請方法②：手軽にスマートフォン・パソコンから
①スマートフォンまたはデジタルカメラで背景が無地の顔写真
を撮影し、保存します。
②申請用WEB サイトにアクセスします。（スマートフォンの場
合、交付申請書のQR コードを読み込みます）
③利用規約を確認し、連絡用氏名・メールアドレス・画像認証
を入力して登録します。（パソコンの場合は、申請用ID の入力
が必要です）
④登録したメールアドレスに届いたメールを確認し、URL か
ら専用サイトへアクセスします。
⑤顔写真をアップロードし、必要事項を入力・確認して登録し
ます。（申請受付完了メールが届きます）
用意するもの：交付申請書（QR コードまたは申請用ID）、メー
ルアドレス、撮影・保存した顔写真

申請方法③：「出張申請」承ります
市内の各種団体・自治会や企業などで、５
名以上のカード申請を希望される方がいる
場合に、市職員が出向いて顔写真撮影や申
請サポートを行う出張申請サービスを行っ
ています。会場手配や申請者の取りまとめ

は、申請団体でお願いします。会場で本人確認を行い、カードは
郵送で受け取れます。

安心してください。
わからなければ窓口に
相談を！

　結局どうすればいいのかわからない。
そんな時は市役所に相談してください。
皆さんが安心してマイナンバーカードを
申請できるようサポートさせていただき
ます。

交付申請書がない場合…
市役所本庁・各支所窓口で交付すること
ができます。本人確認書類をご持参くだ
さい。

顔写真が用意できない場合…
市役所本庁・各支所窓口で無料写真撮影
サービスをしています。交付申請書をお
持ちの場合はご持参いただくとスムーズ
に手続きを行っていただけます。

　そのほか、全国のドコモ・au・ソフト
バンクのショップで、マイナンバーカー
ドの申請をショップスタッフが無料でサ
ポートしてくれます。

【問い合わせ・申し込み先】　
南丹市役所 市民課
TEL：0771-68-0005　
E メール：shimin@city.nantan.lg.jp

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

受
け
取
ろ
う
！

窓
口
で
受
け
取
り

　

申
請
か
ら
１
か
月
程
度
で
ご
自
宅
に

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
は
が
き
）」を
郵
送
し
ま
す
。

　

到
着
し
ま
し
た
ら
交
付
通
知
書
や
本

人
確
認
書
類
、
通
知
カ
ー
ド
等
必
要
書

類
を
持
参
の
上
、
交
付
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
交
付
場
所
に
本
人
が
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

交
付
の
際
に
は
、
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
を
設
定
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
平
日
に
受
け
取
り
に
来
ら
れ
な
い
場
合
…

　

本
庁
で
は
第
２
・
４
水
曜
日
に
延
長

窓
口
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
午
後
７
時

ま
で
窓
口
を
開
庁
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
交
付
場
所

が
支
所
の
方
は
本
庁
に
カ
ー
ド
を
移
動

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
受
け
取

り
日
の
２
日
前（
閉
庁
日
を
除
く
）ま
で

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
第
２
・
４
日
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
事
前
予
約
制
で
休
日
交

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
ち
ら
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

まちなかの証明用写真機でも

①タッチパネルから「個人番号カード申請」を選択し、
撮影料金を入れ、交付申請書のQR コードをバーコ
ードリーダーにかざします。
②画面の案内にしたがって、必要事項を入力し、顔
写真を撮影して送信します。
用意するもの：交付申請書（QR コード）、撮影料金

（有料）
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「地域のデジタル弱者」を
　 近くに住む「地域の方」が支える

～そんな仕組み作りを目指して
「デジタルお助け隊活動応援事業」を実施しています～

　

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会

南
丹
市
デ
ジ
タ
ル
お
助
け
隊

活
動
応
援
事
業

　
　
令
和
４
年
度
の

事
業
内
容　
　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

情
報
通
信
技
術
は
日
々
刻
々
と
進
化
し

て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
登

場
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
」「
持
っ
て
い

る
が
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
」な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
が
不
慣
れ
な
方
に
と
っ

て
は
、
そ
の
利
便
性
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
基
本
方
針
」を
掲
げ「
誰
も
が
デ
ジ
タ

ル
化
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
。
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実

現
」を
目
指
し
、
国
、
地
方
自
治
体
、

民
間
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
、
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

南
丹
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
令
和

３
年
度
か
ら「
南
丹
市
デ
ジ
タ
ル
お
助

け
隊
活
動
応
援
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

振
興
会
や
旧
村
単
位
の
行
政
区
の
連

合
組
織
な
ど
で「
デ
ジ
タ
ル
お
助
け
隊
」

を
組
織
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
人
が

地
域
の
人
を
支
え
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
は
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
、
財

政
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
こ
の
事
業
を
活
用

し
て
、
９
つ
の
地
区
団
体
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
使
い
方
教
室
や
各

種
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
等
と

い
っ
た
活
動
に
お
取
り
組
み
い
た
だ

　

問
合
せ
先
：
情
報
課

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
━
０
０
６
６

　

令
和
４
年
度
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
活
動
を

特
例
分
と
し
て
上
乗
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
活
動
を
い
た
だ
く「
デ
ジ
タ
ル

お
助
け
隊
」隊
員
の
更
な
る
充
実
の
た

め
、
技
能
や
能
力
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

き
、
延
べ
１
４
７
人
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

主な取り組みの
内容

スマホやタブレッ
トの基本的な使い
方に関するスマホ
教室
インターネットで
の新型コロナワク
チン接種予約のサ
ポート
YouTubeの視聴方
法等の教室
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南丹市権利擁護・成年後見センターからのお知らせ

南丹市に２名の「市民後見人」が誕生しました！
　令和4年５月と6月に、南丹市市民後見人養成講座を修了した市民後見人候補者2名が、京
都家庭裁判所において口丹地域で初めて「市民後見人」として選任されました。

　市民後見人とは、その名のとおり市民による成年後見人です。親族後見人でもなく、弁護
士、司法書士、社会福祉士などの専門職による後見人（専門職後見人）でもない、身近な立場
で生活を支援する「市民による後見人」のことです。

　このたびの選任を受けて、南丹市では、市民が市民を支える・支え合う「つながり」の輪が
また一つ広がりました。地域の身近な後見活動の担い手として、市民後見人が活動を開始し
たことを市民の皆様にご報告いたします。

　市民後見人は、地域活動に関与してきた住民としての豊富な経験を活かして、地域を
基盤とした、きめ細やかな支援を行うことができる、地域の身近な後見活動の担い手と
して期待されています。
　南丹市では、13名の方が市民後見人候補者として名簿登録されています。

市民後見人とは？

市民後見人は、地域に根ざした後見活動の担い手です

南丹市における市民後見人誕生までの歩み

成年後見制度の利用を促進するための体制が整いました。
平
成
27
年

後
見
制
度
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る

令
和
２
年
４
月

南
丹
市
権
利
擁
護
・

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
置

（
福
祉
相
談
課
内
）

令
和
３
年

専
門
職
後
見
人
か
ら
市
民
後
見

人
の
推
薦
依
頼
あ
り

市
民
後
見
人
に
適
し
た
案
件
か

協
議
後
、
市
民
後
見
人
候
補
者

を
専
門
職
後
見
人
に
推
薦

令
和
４
年
５
月
・
６
月　

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ

２
名
の
市
民
後
見
人
が
誕
生

南
丹
市
市
民
後
見
人
養
成
講
座　
開
催

平
成
28
年「
基
礎
編
」平
成
29
年「
実
践
編
」

※
市
民
後
見
人
候
補
者
名
簿
登
録
者
13
名

（
令
和
４
年
８
月 

現
在
）　市民後見人養成講座修了者へのフォローアップ研修を実施
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　8月14日、美山町中の美山川一
帯で清流美山の鮎まつりが３年ぶ
りに開催され、お盆に帰省した人
や、観光客など多くの人が訪れま
した。
　水中を素早く泳ぐ鮎を、網を
使って捕まえる恒例の催し「鮎つ
かみ」も行われ、子どもたちをは
じめ、大人も懸命に追いかけたり、
石の隙間に隠れていないか探った
りしながらたくさんの鮎を捕まえ
ました。
　また、お祭り会場ではとれたて
の鮎を塩焼きにして食べること
ができ、ふわふわの身を笑顔で味
わっていました。その他にもたく
さんの屋台が並び、美山の豊かな
自然を満喫する大勢の人で賑わい
ました。

「
南
丹
市
に
鉄
人
が
集
う
」（

8
／
7　

京
都
丹
波
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会in

南
丹
）

▲ラン競技で必死に前へ進む選手

▲バイク競技の折り返し地点でのシーン

「
自
然
の
恵
み
を
満
喫
す
る
一
日
に
」

（
8
／
14　

清
流
美
山
の
鮎
ま
つ
り
）

　8月7日、八木町の大堰川緑地公園
周辺で、「京都丹波トライアスロン大
会ｉｎ南丹」が開催されました。
　この大会は大堰川での水泳や田園地
帯の直線コースを駆け抜ける自転車な
ど、地域の自然を感じられるコースが
魅力の一つです。
　今年は湿度や気温、熱中症による地
元医療所への配慮などによりラン競技
が例年の半分の距離となっており、よ
り初心者でも挑戦しやすい環境となり
ました。
　真夏の日差しの中、沿道からの声援
を受けて自身の限界に挑戦した鉄人た
ちは、清々しい表情でゴールテープを
切りました。
　なお、今大会は南丹市文化観光大使
に就任いただいている道端カレンさん
にお越しいただき、大会MCとして会
場を盛り上げていただきました。

▲鮎を捕まえる参加者ら
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　8月20日に国際交流会館で、令和4
年度から新たにCATV事業の指定管
理者となったＫＣＮなんたんが主催
する夏休みこども体験教室が開催さ
れ、小学生を中心に約50名が参加し
ました。
　スタジオで原稿を読む体験や、合
成映像をつくるコーナーなど、ＫＣ
Ｎなんたんのスタッフのもと、テレ
ビや映像技術のおもしろさに触れる
イベントとなりました。

　南丹市は「地域とともにある学校」
を目指し、様々な取り組みを進めて
います。
　「目指す子ども像」を学校と地域が
共有し、地域総がかりで子ども達の
道徳性を養おうとするものです。
　子ども達とともに考えることで大
人の道徳性も養われ、地域の活性化
とより住みやすい地域づくりにつな
がることも期待できます。これが「地
域道徳」です。
　今後、学校・園や学校運営協議会
等から協力依頼がありましたら、ご
協力をお願いします。

「
テ
レ
ビ
・
映
像
技
術
に
興
味
津
々
」

「
あ
な
た
と
つ
く
る
「
地
域
道
徳
」」

「
夏
の
夜
空
に
大
輪
の
花
」

（
６
／
28　
「
地
域
道
徳
」
第
１
回
研
究
会
）

（
8
／
14　

京
都
南
丹
大
堰
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

▲スタジオで原稿を読む参加者

（
8
／
20　

Ｋ
Ｃ
Ｎ
な
ん
た
ん　

夏
休
み
こ
ど
も
体
験
教
室
）　

　8月14日、八木町の大堰川沿いで京
都南丹大堰川フェスティバルが開催
されました。
　川沿いでは地元飲食店が焼きそば
やかき氷などの屋台を出し、来場者
が屋台前でにぎわう夏祭り特有の光
景が見られました。
　また、ミニオペラやよさこいなど
のステージパフォーマンスも行われ、
会場を大きく盛り上げるとともに、
戦没者追悼の祈りを込めた灯篭流し
も行われました。
　午後7時半頃からは花火が打ちあが
り、来場者の歓声と拍手とともにき
れいな色とりどりの花火が夜空を彩
り、祭りを締めくくりました。

▲屋台前でにぎわう来場者らの様子

　▲夜空に打ち上げられた花火
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
南
丹
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
７
期
生
の
鈴
木
健
司
で

す
。

　

一
度
し
か
な
い
人
生
、
も
っ
と
も
っ

と
色
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞

め
、
美
山
町
に
古
民
家
を
購
入
し
ま
し

た
。
古
民
家
の
購
入
に
は
空
き
家
バ
ン

ク
を
利
用
し
、
家
族
で
改
修
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
の
古
民
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ
改
修
を
軸

に
、
自
身
が
農
業
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
様
子
な
ど
も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
発
信
し
て
い
ま
す
。
就
任
当
初
は
約

１
，
０
０
０
人
だ
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
登

録
者
も
、
現
在
は
約
７
，
５
０
０
人

と
多
く
の
方
に
登
録
い
た
だ
い
て
お

り
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
全
体
の
再
生
回
数
は

１
４
０
万
回
で
す
。
先
日
は
新
聞
に
も

取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
大
き
な
反
響

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
水
稲
栽

培
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
や

イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
果
樹
、
小
規
模
な
野

菜
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
荒
起
こ
し
か
ら

代
掻
き
ま
で
の
様
子
、
田
植
え
な
ど
水

稲
が
育
っ
て
い
く
さ
ま
、
電
柵
を
張
っ

た
り
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
へ
防
鳥
ネ
ッ

ト
を
設
置
す
る
様
子
や
草
刈
り
な
ど
も

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
移
住
や
農

業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ｄ
Ｉ
Ｙ　

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

問
い
合
わ
せ
先

鈴
木
隊
員

keirentouz@
gm
ail.com

−23−

　

現
在
、
世
界
中
で
感
染
が
拡
大

し
て
し
や
す
い
環
境
を
極
力
避

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

南
丹
市
公
式
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

インフォメーション

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

南
丹
市
で
は
、
市
の
取
り
組
み

や
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
情
報
、
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
な
ど
を

市
内
外
に
積
極
的
に
発
信
す
る
た

め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
「
南
丹

市
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
登
録
者
も
少
な
く
再
生

回
数
も
あ
ま
り
伸
び
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
「
こ
ん
な
こ
と
が
知
り
た

い
」
「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た

ら
ど
う
」
な
ど
、
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
コ
メ
ン
ト
欄
に
書
き
込

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、
参
考
に
制

作
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
学
校
に
在
学
中

の
大
学
生
や
専
門
学
生
、
高
校
生

８
名
が
参
加
し
た
「
市
長
と
語
ろ

う
南
丹
市
未
来
予
想
図
」
の
様
子

も
配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

おすすめ動画 公式チャンネル　トップページ
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なんたんの景観ちょっと情報 景観の小窓

第 45 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
く
だ
さ
い

景
観
計
画
区
域
：
美
山
町
地
域

南
丹
市
で
は
「
景
観
条
例
」
を
制

定
し
て
お
り
、
計
画
区
域
内
で
の
建

築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
移
転
、
屋

根
や
外
壁
の
塗
替
え
、
土
地
の
形
質

変
更
や
土
石
等
の
堆
積
な
ど
を
行
う

場
合
に
は
、
行
為
の
着
工
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
景
観
条
例
（
計
画
）
の
詳
細
は
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

（園部町園部川） （八木町大堰川）

（日吉町田原川） （美山町由良川）

【水と景観】
　国民の間に水循環の重要性についての理解と関
心を深める日として、８月１日が「水の日」、８
月１日～７日は「水の週間」と定められていま
す。川を流れる水は海に注ぎ、海から蒸発した水
は雲となり、雨を山に降らせてまた川へと流れ込
み、自然の中で水は循環しています。南丹市日
吉町胡麻には「水別れの路」があり、山筋に沿っ
て、日本海への流れと太平洋側への流れに分かれ
ます。
　今回は南丹市内の夏の清流を紹介します。
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協
議
を
重
ね
る
な
か
で
、
集
落
内
に

は「
泉
」「
街
道
の
道
し
る
べ
」「
夜
泣
き
地

蔵
」「
地
蔵
堂
」「
武
主
神
社
」や「
行
者
山
」

な
ど
史
跡
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
に
よ
り
こ
れ
ら
の

歴
史
的
な
背
景
を
知
る
区
民
が
減
り
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
口
伝
え
で
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
真
っ
先
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
の
が
、
地
名
の
由
来
と
な
っ

た「
泉
」と
そ
の
周
辺
の
整
備
、
由
緒
看

板
の
設
置
で
す
。

　

水
源
が
枯
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
ん
こ
ん

▼夜泣き地蔵

街道の道しるべ▶

整備前

整備後

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
65
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
美
山
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

美
山
町
の
中
心
部
に
位
置
す
る
和
泉
区

は
、
移
住
者
が
15
世
帯
、
商
店
が
17
店

舗
、
公
共
施
設
が
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る

等
、
街
中
ら
し
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
帯
数
は
約
90
世
帯
、
人

口
は
約
2
1
0
人
の
準
限
界
集
落
で
あ

り
、
現
状
と
今
後
の
課
題
を
話
し
合
い
、

打
開
策
を
見
出
す
べ
く
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
財
産
や
資
源
を
発
掘

し
再
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
が
一

層
高
ま
る
と
気
づ
き
、
令
和
2
年
度
か
ら

集
落
支
援
事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

と
水
が
湧
き
出
で
て
い
る
こ
と
は
幸
い
で

し
た
が
、「
泉
」の
周
囲
は
傷
み
が
大
変
激

し
く
、
雑
草
に
埋
も
れ
、
も
と
の
姿
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
危
険
な
状
態
で
し
た
。

　

で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
区
民
の
手
で

行
お
う
と
、
一
体
を
覆
う
竹
林
伐
採
や

樹
木
の
剪
定
、
草
刈
り
や
石
木
材
の
運

搬
、
由
緒
看
板
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
文
言

の
ア
イ
デ
ア
等
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
工
程

を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
泉
」と
そ
の
周
辺
は
見

違
え
る
よ
う
に
美
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、

完
成
時
の
除
幕
式
に
は
な
ん
た
ん
テ
レ

ビ
や
新
聞
記
者
も
来
ら
れ
、
取
材
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
お
い
し
い
飲
み
水
と
し
て

遠
く
か
ら
く
み
に
来
る
人
も
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
、
ま
た
区
民
の
憩
い
の
場

と
な
る
よ
う
近
く
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、

「
泉
」と
の
ど
か
な
山
並
み
な
ど
の
景
色
を

楽
し
め
る
環
境
に
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
和
泉
区
内
に
あ
る
史
跡
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
清
掃
や
管
理
に
努
め
、
地
域
の
財
産

や
資
源
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

美
山
町
和
泉
区

地
名
の
由
来
で
あ
る『
泉
』の
整
備

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
ー
０
１
０
８

▲変貌を遂げた泉

▲お披露目会での記念撮影
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大
阪
・
お
城
フ
ェ
ス
で
観
光
P
R

　

8
月
12
日
か
ら
14
日
に
、
大
阪
市
北

区
の
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
北
館
の
ナ

レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
コ
ン
グ
レ
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、「
大
阪
・
お

城
フ
ェ
ス
2
0
2
2
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

近
年
、
城
に
ま
つ
わ
る
歴
史
が
好
き

な
人
、
城
そ
の
も
の
が
好
き
な
人
な
ど

が
増
え
て
お
り
、
城
め
ぐ
り
が
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
お
城
フ
ェ

ス
は
大
阪
初
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
お
城
好
き
や
歴
史
フ
ァ
ン
が
連
日

開
場
前
か
ら
列
を
な
し
、
3
日
間
で
7
、

1
4
5
人
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
お
城
P
R
ブ
ー
ス
の
出
展
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
歴
史
や

城
に
つ
い
て
造
詣
の
深
い
大
学
教
授
や

小
説
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
・
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
軽
快
な
ト
ー

ク
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

森
の
京
都
D
M
O
が
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
南
丹
市
は
じ
め
エ
リ
ア
内
の
各
城

の
P
R
や
御
城
印
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
南
丹
市
は
園
部
城
、
八
木
城
を
中

心
に
P
R
し
ま
し
た
が
、
来
場
者
の
関

心
は
非
常
に
高
く
、
様
々
な
質
問
を
受

け
る
と
と
も
に
、
ブ
ー
ス
へ
訪
れ
た
方

か
ら
は
、「
事
前
告
知
で
御
城
印
の
販
売

を
知
っ
た
。
城
巡
り
の
た
め
何
度
も
南

丹
市
に
行
っ
て
い
る
が
、
現
地
で
入
手

で
き
な
か
っ
た
御
城
印
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
南
丹
市
へ
行
っ

て
全
種
類
集
め
た
い
。」と
再
訪
の
声
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

園
部
藩
四
百
年
の
歴
史
に
触
れ
、

お
城
弁
当
に
舌
つ
づ
み

　

園
部
文
化
観
光
協
会
主
催
の
城
下
町

を
訪
ね
る
E
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト

が
7
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
協

会
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、
四
季
折
々
の
園

部
地
域
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
南
丹
市
内

外
の
4
人
が
参
加
。
德
雲
寺
や
小
出
公

の
御
廟
所
、
生
身
天
満
宮
、
園
部
城
跡
、

水
天
宮
を
電
動
自
転
車
で
巡
り
、
園
部

藩
の
4
0
0
年
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ

ま
し
た
。

　

生
身
天
満
宮
で
は
、
紙
芝
居「
生
身
天

満
宮
も
の
が
た
り
」で
生
身
天
満
宮
と
称

さ
れ
る
由
来
に
つ
い
て
学
び
、
境
内
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
ラ
ン
チ
は

「
お
城
弁
当
」。
ユ
ニ
ー
ク
な
お
城
の
形

を
し
た
お
弁
当
箱
に
詰
め
ら
れ
た
、
小

出
公
ゆ
か
り
の
そ
ば
や
季
節
の
料
理
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は

今
後
も
紅
葉
の

る
り
渓
や
龍
穏

寺
を
楽
し
む
ツ

ア
ー
、
座
禅
や

味
噌
仕
込
み
等

の
体
験
ツ
ア
ー

を
予
定
し
て
い

ま
す
。

南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

募
集
の
開
始（
9
月
1
日
か
ら
）

　

第
5
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
毎
年
多
く
の
方
に
力
作
を

ご
応
募
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
渾
身
の
一
枚
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

テ
ー
マ

　
「
こ
の
瞬
間
を
伝
え
た
い
」

受
付
期
間

　

令
和
4
年
9
月
1
日（
木
）
〜

令
和
5
年
1
月
10
日（
火
）

応
募
方
法

◆
プ
リ
ン
ト
作
品
の
場
合

　

2
L
サ
イ
ズ
に
て
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
チ
ラ
シ
の
応
募
票
を
貼
り
付
け
、

事
務
局
に
郵
送
ま
た
は
持
参
。

◆
デ
ー
タ
作
品

　

フ
ァ
イ
ル
形
式
は
J
P
E
G
、
1
作

品
概
ね
5
M
B
〜
1
0
M
B
以
下
で

W
E
B
フ
ォ
ー
ム
よ
り
応
募
。
1
人

3
作
品
ま
で
。

　

詳
し
く
は
、（
事
務
局
）南
丹
市
美
山

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

℡ 

0
7
7
1

│

75

│

9
0
3
0

※
昨
年
度
の
受
賞
作
品
は
各
町
で
巡
回

展
示
中
で
す
。

▲城関連のパンフレットを求める来場者

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

▲フォト
　コンテスト
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「
薄
味
の
大
切
さ
」

　
　  

～
乳
幼
児
期
の
味
覚
の
育
て
方
～

　

大
人
で
も
、
初
め
て
経
験
す
る
味
や

歯
ご
た
え
に
抵
抗
が
あ
る
の
は
自
然
な

こ
と
で
す
。
味
覚
は
経
験
に
よ
っ
て
幅

を
広
げ
る
も
の
で
す
。
乳
幼
児
期
の
う

ち
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
味
に
触
れ
る
き
っ

か
け
作
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

＝
だ
し
の
旨
味
で
味
覚
を
育
て
る
＝

　

味
に
は
、
甘
味
・
塩
味
・
酸
味
・
苦
味
・

旨
味
の
５
つ
の
基
本
の
味
が
あ
り
ま
す
。

旨
味
は「
だ
し
」の
味
で
、
素
材
の
味
を

活
か
す
和
食
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

乳
幼
児
期
は
旨
味
の
味
覚
を
育
て
る

と
て
も
大
切
な
時
期
で
す
。
例
え
ば
、

か
つ
お
や
昆
布
、
に
ぼ
し
な
ど
の
だ
し

を
て
い
ね

い
に
と
る

と
、
旨
味

成
分
の
効

果
が
素
材

そ
の
も
の

の
お
い
し

さ
を
引
き

出
し
て
く
れ
、
少
し
の
調
味
料
で
も
お

い
し
い
味
わ
い
に
な
り
ま
す
。

＝
保
育
所
給
食
の
献
立
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
＝

　

南
丹
市
立
保
育
所
・
幼
児
学
園
・
こ

ど
も
園
で
は
、
和
食
献
立
を
な
る
べ
く

多
く
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

和
食
献
立
の
香
り
や
味
わ
い
か
ら
、
だ

し
の
旨
味
や
食
材
そ
の
も
の
の
お
い
し

さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
だ
し
は

給
食
室
で
取
っ
て
い
ま
す
。

＝
和
食
で
育
む
健
や
か
な
味
覚
＝

　

乳
幼
児
期
に
経
験
す
る
味
や
食
感
が
、

将
来
の
食
の
好
み
を
決
め
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
味
覚
の
セ
ン
サ
ー
で

あ
る
味
蕾
が
成
人
よ
り
も
幼
児
に
多
い

た
め
で
す
。
濃
い
味
や
脂
の
味
に
慣
れ

て
し
ま
う
と
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や

脂
た
っ
ぷ
り
の
洋
食
が
お
い
し
さ
の
基

準
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
脂
が
少
な
く
、

素
材
や
だ
し
の
お
い
し
さ
が
味
わ
え
る

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—55—

和
食
で
、
健
や
か
な
味
覚
が
育
ち
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
、
だ
し
の
味
に
慣
れ
、

だ
し
を
利
か
せ
た
和
食
を
お
い
し
い
と

感
じ
ら
れ
る
味
覚
を
育
て
る
た
め
に
、

保
育
所
給
食
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

〈材料　4人分〉
とうがん………… 130g
油あげ……………… 30g
にんじん…………………… 50g
葉ねぎ……………………… 20g
かつおだし……………… 900㏄
みりん・薄口しょうゆ……各9g
塩…………………………… 1.8g

とうがん汁

〈作り方〉
①かつおだしをとる。
②油揚げは湯通しする。
③油揚げと野菜を食べやすく切る。
④かつおだしを鍋に入れて、③を煮る。
⑤野菜がやわらかくなったら、みりんと薄口しょうゆで

味つけをする。
⑥塩で味を整えてできあがり。

かつおだしと野菜の旨味を
活かした汁物のレシピを紹
介します。

保育所・幼児学園・こ
ども園の給食では、子
どもたちの味覚を育て
るため、だしや旬の野
　菜を使用しています。

▲保育所の給食（和食献立）

◀▲
保育所給食のかつ
おだしをとる様子
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶111̶

お元気ですか？

保健師です。

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
し
よ
う
。

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
と
検
診

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス（
以
下
、「H

PV

」と
い
う
。）が

持
続
感
染
し
、
数
年
か
ら
十
数
年
後
に

病
変
し
て
子
宮
の
入
り
口（
子
宮
頸
部
）

に
で
き
る
が
ん
で
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
発
症
・
進
行

す
る
こ
と
が
多
く
、
発
見
が
遅
れ
る
と
、

妊
娠
、
出
産
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で

な
く
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
女
性
の
多
く
は
一
生
に
一
度
は

「H
P
V

」
に
感
染
し
ま
す
。

　

性
的
接
触
の
あ
る
女
性
の
50
％
以
上

が
一
生
に
一
度
はH

PV

に
感
染
す
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、H

PV

の
感
染
に
よ
っ

て
一
部
の
人
は
子
宮
頸
が
ん
に
罹
患
し

ま
す
。（
図
表
1
参
照
）

●H
P
V

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧

奨
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

H
PV

の
感
染
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
は
平

成
25
年
か
ら
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た

が
、
同
年
よ
り
積
極
的
勧
奨
は
控
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
4
月
か

ら
積
極
的
勧
奨
が
再
開
し
て
い
ま
す
。

（
図
表
2
）に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本

のH
PV

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
、
諸
外
国

に
比
べ
低
い
状
況
で
す
。

●
勧
奨
を
控
え
て
い
た
8
年
間
の
対
象

者
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
期
接
種
の
積
極
的
勧
奨
再

開
ま
で
の
約
8
年
間
の
う
ち
に
、
対
象

外
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
に
対
し
て

は
、
改
め
て
公
費
で
接
種
を
提
供
す
る

申
し
込
み
先　

南
丹
市
保
健
医
療
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

対
象
者
は
平
成
9
年
度
〜
平
成
17
年

度
生
ま
れ
の
9
学
年
で
、
接
種
期
間
は

今
年
度
〜
令
和
6
年
度
ま
で
と
な
り
ま

す
。

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

と
検
診
は
両
方
大
切
で
す
。

　

H
PV

ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸
が
ん
を
お

こ
し
や
す
い
タ
イ
プ
で
あ
るH

PV
16

型

と
18
型
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん

の
原
因
の
50
〜
70
％
を
防
ぎ
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
定
のH

PV

の
感
染
を
予

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

す
べ
て
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
予
防

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
い

て
も
、
20
歳
以
降
は
定
期
的
に
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
す
が（
図
表
3
）に
示
す
よ
う
に
20
代

か
ら
30
代
の
受
診
率
は
高
く
あ
り
ま
せ

ん
。
症
状
が
進
行
す
る
と
治
療
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

　

南
丹
市
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
個
別

健
診
は
12
月
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

未
受
診
の
方
は
、
今
か
ら
で
も
保
健
医

療
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

図表1

図表2

図表3
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美
山
小
学
校
で
は
、
毎

年
六
月
と
十
二
月
に

人
権
旬
間
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な

い
い
」で
す
。

年
度
ま
で
、
自
己
肯

定
感
を
高
め
る
た
め

に
、
各
学
年
で
自
分
や
友
達

の
よ
さ
を
探
し
て
交
流
し
た

り
、
得
意
な
こ
と
を
伸
ば
し

た
り
、
自
己
理
解
・
他
者
理
解
の
取
組
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は「
み

ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
全
学
級
が
ど
ん
な
こ
と
を

め
あ
て
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
を
話
し
合
い
、
学
活
や
道
徳
を
中
心

に
学
習
し
ま
し
た
。

学
年
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
得

意
な
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、
も
っ

と
自
分
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
芽
生

え
ま
し
た
。
友
達
の
得
意
な
こ
と
も
知

り「
す
ご
い
ね
！
」と
交
流
し
合
う
こ
と

で
、
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
中
学
年

で
は
、
朝
の
時
間
に
、
ペ
ア
で
の
ス
ピ
ー

チ
を
し
て
、
お
互
い
の
こ
と
を
知
る
時
間

に
し
ま
し
た
。
ペ
ア
で
ゆ
っ
く
り
話
す
時

間
を
設
け
、
お
互
い
の
話
を
傾
聴
す
る
こ

と
で
、
意
外
な
一
面
を
知
っ
た
り
、
気
付

い
た
り
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
高
学

年
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
過
ご

す
友
達
、
家
族
、
先
生
に
も
目
を
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
誰
か
の
た
め
に
な
る

行
動
と
は
ど
の
よ
う
な
行
動
な
の
か
を
考

え
た
り
、
友
達
の
輝
き
を
発
見
し
、
伝
え

合
っ
た
り
し
て
、
自
分
一
人
で
は
気
付
け

な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
、
人
権
旬
間
を
通

し
て
、
自
分
の
こ
と
、
友
達
の
こ
と
を

ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
考
え
る
時
間
と
な

り
、
ち
が
い
を
認
め
合
う
意
味
を
学
習
で

き
ま
し
た
。「
人
権
旬
間
が
終
了
し
て
も
、

今
回
学
習
し
た
こ
と
や
取
り
組
ん
だ
こ
と

を
続
け
て
い
き
た
い
。」と
全
校
で
確
認
し

ま
し
た
。

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」

え
方
、
思
い
、
感
じ
方
が
ち
が
う

こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な

こ
と
が
ち
が
う
こ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
気
付

き
、
一
人
一
人
が
輝
け
る
子
ど
も
に
成
長

で
き
る
よ
う
、
教
職
員
も
人
権
意
識
を
高

め
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

美
山
小
学
校　

人
権
教
育
主
任　

大お
お

川か
わ　

な
つ
み

93

「みんなちがってみんないい」

が
大
き
く
、
転
倒
リ
ス
ク
が
増
え

被
介
護
者
と
と
も
に
怪
我
を
す
る

危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

介
護
者
・
被
介
護
者
が
共
に
倒

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
す
る
た
め

に
も
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
人
で
悩
ん
で
い
る
だ
け
で

は
、
有
益
な
情
報
を
集
め
る
の
も

難
し
い
で
す
。
他
人
の
手
を
借
り

た
り
、
家
族
を
施
設
に
入
れ
た
り

す
る
こ
と
に
罪
悪
感
を
覚
え
る
人

が
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
意
識

こ
そ
が
介
護
を
危
険
な
状
況
に
追

い
込
み
ま
す
。

　

高
齢
化
と
核
家
族
化
が
進
ん
だ

現
代
社
会
で
は
、
他
人
や
行
政
の

助
け
を
借
り
て
こ
そ
、
健
全
な
介

護
を
行
え
る
の
で
す
。

　

南
丹
市
で
は
、
高
齢
者
の
総
合

相
談
窓
口「
南
丹
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」を
市
内
４
か
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
が
地
域

の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
連
携
・

調
整
を
行
い
な
が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第56回―

　

老
老
介
護
と
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
同
じ
く
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
介
護
し
て
い
る
状
態
の
こ

と
で
、「
高
齢
の
妻
が
高
齢
の
夫
を

介
護
す
る
」「
65
歳
以
上
の
子
ど
も

が
さ
ら
に
高
齢
の
親
を
介
護
す
る
」

な
ど
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
厚

生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査

で
は
、
在
宅
介
護
し
て
い
る
世
帯

の
半
数
以
上
が
老
老
介
護
の
状
態

に
あ
る
と
い
う
結
果
で
、
今
後
も

そ
の
割
合
は
増
加
し
て
い
く
と
い

う
予
想
で
し
た
。　
　
　

　

老
老
介
護
の
中
で
も
、
認
知
症

の
要
介
護
者
を
認
知
症
の
介
護
者

が
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
認
認
介

護
と
い
い
ま
す
。
事
故
が
起
き
や

す
い
危
険
な
介
護
状
況
の
一
つ
で

す
。

　

体
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
に
よ

る
介
護
で
は
、
身
体
面
へ
の
負
担

「
老
老
介
護
」と「
認
認
介
護
」

昨

低

考

▲人権集会で伝え合う様子



No.95　

イメージキャラクター“なびっと”

南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/nantan/

新
刊
紹
介

17 広報なんたん8・9月号

　

図
書
館
に
は
、
目
の
不
自
由
な
方

や
障
害
の
あ
る
方
に
も
ご
利
用
い
た

だ
け
る
本
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
文
字
が
読
み
に
く
い
方
の

た
め
に
は
、
大
活
字
本
が
あ
り
ま
す
。

点
字
の
本
に
は
、
点
字
サ
ー
ク
ル「
楽

点
」さ
ん
が
製
作
し
て
く
だ
さ
っ
た
本

も
あ
り
ま
す
。
所
蔵
数
は
ま
だ
少
な

い
で
す
が
、
知
的
障
害
の
あ
る
方
や

言
葉
を
理
解
し
づ
ら
い
方
に
も
読
み

や
す
く
わ
か
り
や
す
い「
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ

ク
」も
あ
り
ま
す
。
聞
き
な
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で

や
さ
し
く
読
み
や
す
い
と
い
う
意
味
の

Lättläst

（
レ
ッ
ト
ラ
ス
ト
）の
略
か
ら
、

「
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
筆
談
ボ
ー
ド
や
拡
大
鏡
、
老

眼
鏡
な
ど
を
置
い
て
、
み
な
さ
ん
に
よ

り
快
適
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
こ
ん
な
本
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
」と
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

—第81回—
消費生活情報

が
条
件
だ
っ
た
、
２
回
目
か
ら
高
額

な
商
品
が
届
い
た
、
解
約
し
た
い
が

断
ら
れ
た
、
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

①　

本
当
に
１
回
限
り
の
購
入
か
？

②　

２
回
目
か
ら
の
価
格
は
？

③　

解
約
の
条
件
や
方
法
は
？

●「
注
文
を
確
定
」画
面
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
人
を
誤
認
さ
せ
る
表
示
に
よ
り
消

費
者
が
注
文
し
た
場
合
は
、
契
約
を

取
り
消
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
ネ
ッ
ト
注
文
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓
口

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●「
お
試
し
」「
初
回
限
定
○
％
オ
フ
」

「
解
約
可
能
」な
ど
、
お
得
感
を
強
調

し
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
美
容
・
化
粧

品
、
健
康
食
品
、
医
薬
品
な
ど
の
ネ

ッ
ト
広
告
で
注
文
し
た
ら
定
期
購
入

ひ
と
こ
と
助
言

　点
字
の
本
、
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
図
書
館
に

事例  6千円のシャンプーが初
回500円で購入できるとSNS
広告があり注文した。広告を
もう一度見たら、注文を確定する画面の上
方に、細かい文字で「5回継続購入」と書かれ
ていたが、画面をスクロールしなければ全
体が見えず、注文時には気が
付かなかった。事業者に解約
したいと伝えたが「5回継続購
入の条件が明記されている」
と断られた。

（当事者：60歳代男性）

(独)国民生活センター
見守り新鮮情報
第425号より

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

確
認
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
３
点
！

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
課
）

お気軽にご相談ください

そ
の
広
告
、本
当
に
お
得
で
す
か
？

定
期
購
入
が
条
件
か
も
！

No.96

　

特
殊
ジ
ャ
ッ
キ
は
、
橋
の
架
設

や
大
型
建
造
物
の
建
設
工
事
に
欠

か
せ
な
い
物
で
す
。
ジ
ャ
ッ
キ
の

プ
ロ
が
現
場
で
奮
闘
す
る
姿
と
、

働
く
こ
と
の
本
質
を
問
い
か
け
る

一
冊
で
す
。

『
１
０
，
０
０
０
ｔ
を
動
か
す
技
術
』

著
者
：
岡
田
　
晴
彦

発
行
：
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
企
画

　

近
年
の
研
究
で
、
サ
メ
が
海
の

中
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
る

の
か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
写

真
の
よ
う
な
迫
力
の
あ
る
ホ
ホ
ジ

ロ
ザ
メ
の
絵
本
で
す
。

『
ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
』

文
　
：
沼
口
　
麻
子

絵
　
：
関
　
　
俊
一

発
行
：
福
音
館
書
店

こ
ん
な
言
葉
の
勧
誘
が
あ
れ
ば

要
注
意
、
し
っ
か
り
確
認
を
！
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,675人（−58）
　（男：14,958人

（−29）
・女：15,717人

（−29）
）

●世帯数：14,429世帯（−13）
（令和4年8月1日現在）

（　）内は前月比

　

今
号
の
記
事
の
取
材
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
夏
真
っ

盛
り
の
頃
で
し
た
。
運
転
中
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え

る
入
道
雲
や
、
背
を
伸
ば
し
て

い
る
ひ
ま
わ
り
な
ど
見
る
と
、

つ
い
つ
い
カ
メ
ラ
に
収
め
た
く

な
り
ま
し
た
。
南
丹
市
の
面
積

は
広
く
、
土
地
に
よ
っ
て
み
ら

れ
る
夏
の
表
情
も
違
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を

崩
し
や
す
い
と
い
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
体
調
に
は
十
分
気
を
付

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（

Ｍ
）

 

編
集
後
記

２
０
９
件
の
う
ち
虐
待
ケ
ー
ス
は
約
１
４
０
件（
14
歳
ま

で
の
子
ど
も
数
３
１
９
５
人
の
約
４
・
４
％
）。
把
握
で
き

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
実
態
は
も
っ
と
多
い
で
あ
ろ

う
。
非
常
に
心
配
な
数
字
で
あ
る
。

　

虐
待
の
ケ
ー
ス
は
複
雑
で
あ
る
。
親
自
身
の
生
育
歴
で

虐
待
を
受
け
て
き
た
事
例
も
少
な
く
な
い
。
経
済
的
な
課

題
や
夫
婦
間
の
問
題
な
ど
も
横
た
わ
る
。
そ
れ
ゆ
え
解
決

に
至
ら
ず
ケ
ー
ス
台
帳
に
残
り
続
け
る
子
ど
も
が
多
い
。

行
政
や
保
育
・
教
育
機
関
な
ど
関
係
者
が
連
携
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
改
善
に
向
け
て
の
話
し
合
い
に

入
れ
た
と
し
て
も
時
間
が
か
か
り
、
積
み
上
げ
て
も
崩
れ

る
こ
と
も
多
い
。

　

子
育
て
の
問
題
は
10
年
後
、
20
年
後
に
結
果
と
し
て
現

れ
る
。
虐
待
だ
け
で
な
く
子
ど
も
の
貧
困
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
問
題
も
暗
い
影
を
落
と
す
。
自
治
体
で
何
が
で
き
る

か
、
園
や
学
校
で
何
が
で
き
る
か
、
地
域
社
会
で
何
が
で

き
る
か
。
絶
え
ず
話
し
合
い
行
動
に
移
す
必
要
性
を
強
く

感
じ
る
。

南
丹
市
長　

西
村　

良
平

　

最
近
市
内
の
私
立
幼
稚
園
と
認
定
こ
ど
も
園
の
園
長
さ

ん
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。
夫
婦
共
働
き
家
庭
が
多
い
現

状
や
今
の
育
児
休
暇
制
度
の
も
と
で
は
夢
の
話
で
は
あ
る

が
、
ど
ち
ら
も「
で
き
れ
ば
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
間
は
、

少
し
で
も
長
く
家
庭
で
の
親
の
愛
情
あ
る
保
育
が
理
想
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
。
長
年
現
場
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の

発
達
を
見
て
き
た
専
門
家
の
率
直
な
思
い
で
あ
る
。

　

愛
情
が
子
ど
も
の
人
格
形
成
に
非
常
に
大
切
な
こ
と
は

今
更
言
う
ま
で
も
な
い
。
安
定
的
な
人
間
関
係
の
構
築
や

自
立
心
、
社
会
性
の
涵
養
の
源
と
言
え
る
。
子
育
て
に
係

る「
愛
情
形
成
」（
保
育
理
論
で
は「
愛
着
形
成
」）は
概
ね
３

歳
ま
で
に
取
得
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
愛
着

形
成
が
不
足
し
、
不
安
や
緊
張
が
重
な
る
と
様
々
な
問
題

行
動
が
出
る
。

　

愛
着
形
成
が
極
端
に
欠
乏
す
る
の
が
児
童
虐
待
で
あ

る
。
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
の
原
因
で
愛
情
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
な
さ
れ
ず
重
症
と
な
る
と
、
衝
動
性
や
怒
り

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ず
に
事
件
を
引
き
起
こ
す
。
ま

た
、
他
人
に
関
し
て
無
関
心
と
な
っ
た
り
す
る
。

　

虐
待
等
保
護
を
要
す
る
児
童
の
早
期
発
見
や
適
切
な
支

援
を
目
的
に
市
で
は
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

や
児
童
相
談
所
、
保
健
所
、
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
南
丹
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
・
運

営
し
て
い
る
。
こ
こ
で
協
議
会
が
把
握
し
対
応
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
年
々
増
加
し
、
直
近
で
は
要
保
護
ケ
ー
ス
約

▲庭のシュウカイドウ


